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１．2025年２月期第３四半期の業績（2024年３月１日～2024年11月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期第３四半期 2,496 15.7 106 74.6 106 80.2 47 28.4
2024年２月期第３四半期 2,157 ― 61 ― 59 ― 37 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年２月期第３四半期 3.45 ―
2024年２月期第３四半期 2.67 ―
（注）当社は、2023年２月期第３四半期は連結業績を開示しておりましたが、2024年２月期第１四半期より非連結での

業績を開示しております。そのため、2024年２月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年２月期第３四半期 3,260 2,480 76.1
2024年２月期 3,540 2,499 70.6

(参考) 自己資本 2025年２月期第３四半期 2,480百万円 2024年２月期 2,499百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年２月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2025年２月期 ― 0.00 ―
2025年２月期(予想) 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年２月期の業績予想（2024年３月１日～2025年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,500 8.0 150 21.3 150 22.1 70 37.8 5.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年２月期３Ｑ 14,037,000株 2024年２月期 14,037,000株

② 期末自己株式数 2025年２月期３Ｑ 194,796株 2024年２月期 186,796株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年２月期３Ｑ 13,839,797株 2024年２月期３Ｑ 13,939,100株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、インバウンドを含む人流の回復等に伴い経済活動の正常化への動

きが見られ、個人消費は持ち直しが進む一方で、ロシア・ウクライナ情勢の長期化や中東情勢の悪化に伴う世界的

な物価上昇、円安の進行など依然として先行きは不透明な状態が続いております。

このような環境の中、当社は、「ファッションにエンタテイメントを」を理念とし、オリジナルバッグ・財布等

の提供を通じて「お客様に非日常のワクワク感を提供すること」を目指し、引続き販売促進費への投資やSNS活動の

強化等を行うと共に、ATAO18周年記念プロジェクトとして未来のためにアートで残す「ZOO」シリーズやライフスタ

イルの変化に対応した機能が満載のビジネスリュック「SOU」を投入するなど、商品ラインナップの拡充を図ってお

ります。また、2024年９月より販売を開始したATAOの「PACHART」シリーズやIANNEの「Opera」が好調に推移してお

り、男性客の取込みやブランド全体の底上げに貢献しております。

また、2022年８月に当社ブランドのオンラインサイトが集積したモール型の新ECサイト「ATAOLAND＋（アタオラ

ンドプラス）」をオープンしたことに伴い、店舗とECのOMOが強化された結果、全体の売上への好影響が出始めてお

ります。加えて、2023年10月に出店した「アタオ楽天市場支店」に続き、2024年11月に「アタオYahoo!店」をオー

プンしております。引き続きプロモーション等を継続し、店舗とECのOMOの一層の推進や当社が展開する各ブランド

価値の更なる向上、顧客サービスの強化等を図ってまいります。

ILEMERにつきましては、2024年９月より販売を開始したハローキティ50周年コラボアイテムが新規客やインバウ

ンドの取り込みに大きく貢献しております。また、2024年11月よりアメリカ市場に向けた本格展開を開始し、新商

品であるサプライズミニフィギュアシリーズをアメリカの雑貨チェーン「HOTTOPIC」及びその他の雑貨店にて販売

しております。

その結果、当第３四半期累計期間の販売業態別の売上高は、2023年９月に出店したATAO博多店の貢献及び既存店

舗の売上増加等により店舗販売が1,350,646千円(前年同四半期比8.4％増)となり、また、2023年10月に出店した

ATAO楽天市場支店の貢献等によりインターネット販売が1,139,941千円(同26.7％増)となりました。

以上により、当第３四半期累計期間の業績は、売上高が2,496,532千円(前年同四半期比15.7％増)となり、売上高

の増加及びATAOLAND＋に係る販売促進費の継続的な投資を行ったものの販売促進費率が改善したこと等により、営

業利益106,706千円(同74.6％増)、経常利益106,897千円(同80.2％増)、四半期純利益47,738千円(同28.4％増)とな

りました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期会計期間末の資産については、総資産は3,260,921千円であり、前事業年度末と比較して279,427

千円減少しております。主な減少要因は、現金及び預金が393,279千円減少したことであります。

負債につきましては、負債合計は780,348千円であり、前事業年度末と比較して260,034千円減少しておりま

す。主な減少要因は、長期借入金が158,749千円減少したことであります。

純資産は2,480,573千円であり、前事業年度末と比較して19,392千円減少しております。主な減少要因は、利益

剰余金が21,512千円減少したことであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年２月期の業績予想につきましては、2024年４月12日に公表いたしました業績予想から変更点はありませ

ん。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年２月29日)

当第３四半期会計期間
(2024年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,920,812 1,527,533

売掛金 195,056 306,933

商品 641,959 701,371

その他 90,883 91,103

流動資産合計 2,848,711 2,626,942

固定資産

有形固定資産 269,608 252,972

無形固定資産 1,342 3,033

投資その他の資産 420,686 377,974

固定資産合計 691,637 633,979

資産合計 3,540,348 3,260,921

負債の部

流動負債

買掛金 39,488 119,750

１年内返済予定の長期借入金 358,332 248,332

未払法人税等 60,639 36,305

賞与引当金 ― 16,147

ポイント引当金 1,295 204

その他 308,753 235,200

流動負債合計 768,508 655,940

固定負債

長期借入金 198,336 39,587

退職給付引当金 27,932 28,307

資産除去債務 45,606 56,513

固定負債合計 271,874 124,407

負債合計 1,040,382 780,348
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年２月29日)

当第３四半期会計期間
(2024年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 398,961 398,961

資本剰余金 395,694 396,063

利益剰余金 1,741,167 1,719,655

自己株式 △35,857 △34,106

株主資本合計 2,499,965 2,480,573

純資産合計 2,499,965 2,480,573

負債純資産合計 3,540,348 3,260,921
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

売上高 2,157,512 2,496,532

売上原価 672,797 813,145

売上総利益 1,484,714 1,683,387

販売費及び一般管理費

販売促進費 446,016 511,357

その他 977,586 1,065,323

販売費及び一般管理費合計 1,423,602 1,576,681

営業利益 61,111 106,706

営業外収益

受取家賃 360 360

法人税等還付加算金 222 ―

受取保険金 593 1,115

未払配当金除斥益 ― 1,036

その他 52 351

営業外収益合計 1,228 2,863

営業外費用

支払利息 3,021 2,214

その他 ― 457

営業外費用合計 3,021 2,672

経常利益 59,319 106,897

特別利益

関係会社清算益 9,486 ―

特別利益合計 9,486 ―

税引前四半期純利益 68,805 106,897

法人税、住民税及び事業税 16,364 58,831

法人税等調整額 15,263 327

法人税等合計 31,628 59,159

四半期純利益 37,177 47,738
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

当社の事業セグメントは、ファッションブランドビジネス事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2024年３月１日 至 2024年11月30日)

当社の事業セグメントは、ファッションブランドビジネス事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

減価償却費 38,019千円 35,445千円

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


